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市 魃

昨日は見舞いの電話有 り難う.私の病状につきもう少し説明します
`

脳のテ ソヽペ‐ンに血液のない髄液と言う体練0みの間した部分が在りますが、この体液の

圧力が必要以上に高まるとタト部の大脳史質に浸み出して、その機能、亘「ち腰や膝の運動バ

ランスを不安定にします。三pち 日常の立居振舞がフラフラしてきます。私の場合は更にパ

ーキンソン病の疑いが重なつています。昨年 11月 に戸山の国立医療センターの脳外科で

頭に小さな逆止弁を埋め込んでその先を組い管で主の腹腔にドレインする手術を受け事 tン

た。経過は期待し′たほとではありませんが、徐々に良くなる事■信じて隔週通院し毎日歩

行訂1練 を繰り返しています。従って日常生活は半病J、で殆ど外出 L´ ません,読書とワーフ・

口は何とかなりますが。

以上が私の現ltですが、

れぐれも用心し下さい。

昨日の電話で貴方の健康 ジヽ相変わらず健全ではないよ ど

毎日、新間で報道される様 |■
「文珠」

放射能とメ、類の交流に付いて基本的に、

々経験して来たにも係わらず。

ではまた、近況お知らせまで .

「
斤うP 立花 昭
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